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11月 24日 、村コミュニティセンターで記

念式典が行われました。

市浦村は昭和30年 3月 、相内村、脇元村、

十三村の 3村が合併 して誕生 し、それから
いろいろな歴史をかさね今年で40年 を迎え

ました。
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誕
生
四
十
周
年
記
念
式
典
及
び
祝
賀

村
民
及
び
関
係
各
位
に
対
し
感
謝
カ

意
を
表
し
、
「
二
れ
か
ら
の
ム
う
一
く

り
は
、
単
に
過
去
か
ら
現
在

へ
の
延

長
線
上
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
新

し

い
時
代
に
向
け
た
新
し

い
理
念
と

発
想
の
も
と
、
新
し

い
ラ
イ
フ
ス
ク

イ
社
力
実
現
に
む
け
て
努
力
し
て
い

く
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
‐
ヒ
式

支
え
´
、く
れ
た
方

々
の
功
績
に
対
し

功
労
章
な
ど
の
表
Ｌ
か
行
わ
れ
ま
し
た

ま
た
、
竹
内
黎

一
、
津
島
雄
二
衆
議

院
議
員
や
山
崎
力
参
議
院
議
員
、
友

好
町
村
で
あ
る
福
原
贅
孝
北
海
道
上

′
□
町
長
ほ
か
、
式
典
に
参
列
さ
れ

た
来
賓
の
方

々
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら

日
流
衆
」
に
よ
る
演
奏
や
商
Ｉ
会
婦

人
部
に
よ
る
市
浦
吉
頭
、
保
存
会
に

よ
る
十
三
の
砂
山
踊
り
が
技
露
さ
れ

る
と
、
会
場
の
雰
囲
気
は

一
気

に
盛

受 章 者 名 簿

佐 藤 典 一 (相 内 )

柏  谷 美智雄 (相  内 )
山 田 清 作 (磯 松 )

三 )

木 村 清左衛門 (太

成 田 義 衛 (脇

島 津 典  明 (相

三 和 清 平 (相

工 藤 武 義 (十
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４。

．
１２

４‐

．
９

４４

・
８

４５

。
７

脇
元
、
相
内
農
協
が
合
併
し

市
浦
農
協

へ

脇
元
公
民
館
完
成

相
内
保
育
所
完
成

村
農
業
協
同
組
合
準
低
温
倉

庫
完
成

相
内
地
区
簡
易
水
道
給
水
開

始市
浦
統
合
中
学
校
完
成
、
寄

宿
舎
を

一
青
雲
寮
」
と
命
名

大
田
地
区
生
活
改
善

セ
ン
タ

十
三
公
民
館
完
成

協
元
小
学
校
完
成

小
泊
、
市
浦
農
協
が
合
併

相
内
小
学
校
性
サーー
分
校
が
六

市
浦
村
薔
生

Ｓ

３。

．
３

３３

・
・

３４

・
９

相
内
、
脇
元
、
十
三
村
が
合

併
し
、
市
浦
村
誕
生

市
浦
村
役
場
庁
合
建
設

村
社
会
福
祉
協
議
会
発
足

十
三
橋
完
成

十
五
年
の
歴
史
に
幕
。
桂
川

へ
き
地
保
健
福
祉
館
完
成

５

十
二
小
が

「
白
鳥
保
護
」
で

林
野
庁
長
官
よ
り
感
謝
状

４９
・
３

磯
松
公
民
館
完
成

津
軽
北
部
消
防
事
務
組
合
市

浦
分
署
庁
合
完
成

８

十
三
小
学
校
完
成

５。
．
３

津
軽
国
定
公
園
の
指
定
を
受

５．
．
３

市
浦
村
国
保
診
療
所
完
成

実
取
育
成
セ
ン
タ
ー
完
成

５２
・
８

村
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
完
成

９

大
田
地
区
ヘ
バ
ス
路
線
開
通

５３
・
８

サ
ケ
、
ま
す
ふ
化
場
完
成

５４
・
２

脇
元
保
育
所
完
成

６

環
境
美
化
宣
言
の
村
採
択

Ю

簡
易
水
道
全
地
域
給
水
完
了

十
二
湖
大
橋
開
通

５５
・
‐

十
二
―
相
内
間
バ
ス
路
線
開

通

十
三
保
育
所
完
成

防
災
行
政
無
線
局
開
局

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
市
浦
海
洋
セ
ン

タ
ー

（体
育
館
）
完
成

タ
ー
完
成
、
開
館

市
浦
村
老
人
生
き
が
い
セ
ン

タ
ー
完
成

山
王
坊
跡
発
掘
調
査

日
本
海
中
部
地
震
マ
グ
ニ
チ

ュ
‐
ド
７７
●
津
波
襲
来
、
釣

り
人
六
名
死
亡

相
内
分
校
軟
式
野
球
部
が
全

国
大
会
で
ベ
ス
ト
８

市
浦
村
山
村
広
場
⌒野
球
場
）

”
・
２

津
軽
テ
ク
ニ
カ
操
業
開
始

ｌｏ

中
の
島
遊
歩
道
橋
完
成

市
浦
中
学
校
寄
宿
合
閉
寮

県
下
初

の
「
過
疎
サ
ミ
ッ
ト
」

を
市
浦
村
で
開
催

村
民
憲
章
、
村
の
花

・
鳥

・

木
を
制
定

唐
川
城
跡
整
備

６‐
．
５

簡
易
水
道
脇
元
浄
水
場
全
自

動
化

Ｈ

山
王
坊
遺
跡
観
光
施
設
整
備

６２
・
５

福
島
城
跡
展
望
台
完
成

‐２

福
島
城
跡
櫓
門
完
成

役
場
庁
合
事
務
棟
全
焼

６３
・
５

役
場
新
庁
合

。
あ
す
な
ろ
ホ

ー
ル

（市
浦
）
完
成
、
開
庁

ス
完
成

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
完
成

あ
わ
び
中
間
育
成
施
設
完
成

Ｈ

北
海
道
上
ノ
国
町
と
友
好
町

村
締
結

６４
・
１

全
国
優
良
町
村
に
輝
く

Ｈ
元
・
１２

行
政
事
務
の
Ｏ
Ａ
化
開
始

２
・
５

錬
御
殿
完
成

９

シ
ジ
ミ
エ
キ
ス
ド
リ
ン
ク
が

東
北
通
商
産
業
局
長
賞

Ｈ

相
内
パ
イ
パ
ス
完
成

３
・
７

脇
元
海
辺
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン

に
バ
ン
ク
ロ
ー
完
成

ド
ー
ム
完
成

１０

全
国
過
疎
地
域
活
性
化
連
盟

会
長
賞
受
賞

４
・１

誘
致
企
業

「
ン
ウ
ラ
レ
ー
ベ

ン
」
工
場
立
地
協
定
調
印

４

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

「悠
遊
郷
」
オ
ー
プ
ン

９

歴
史
探
見
ウ
オ
ー
ク

ー０

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
富

山
大
学
に
よ
る
十
三
湊

・
福

島
城
跡
発
掘
調
査

５
・１

市
浦
中
に
通
学
バ
ス
２
台

６

安
東
文
化
顕
彰
シ
ン
ボ
ル
塔

建
立

Ю

歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム
珈
市
浦

ン

ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

Ｈ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「炎
立

つ
」
十
三
湊
ロ
ケ

ト
マ
ト
販
売
額

一
億
円
へ

水
稲
作
況
指
数
４
の
大
凶
作

６
・
４

十
二
湖
マ
リ
ー
ナ
竣
工
式

′̈
観
光
立
村
Ю
周
年
記
念
式
典

姫
神

・
奥
津
軽
十
二
湖
コ
ン

奥
州
藤
原
三
代
ゆ
か
り
市
浦

サ
ミ
ッ
ト
開
催

‐２

特
産
品
加
エ
セ
ン
タ
ー
完
成

”１
４

特
産
品
加
エ
セ
ン
タ
ー

「ト

ー
サ
ム
」
操
業
開
始

８

市
浦
型
海
水
温
泉
開
発
講
演

Ｈ

関
東
地
区

「
ふ
る
さ
と
市
浦

会
」
結
成

市
浦
村
誕
生
４。
周
年
記
念
式

典

年号 も昭和か ら平成 となり、十三

327-
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結
成
ノ

十

一
月
十
八
日
、
東
京
都

・
品
川
フ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
関
東
地
区

「
ふ

る
さ
と
市
浦
会
」
の
設
立
総
会
及
び
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
こ

当
日
は
、
村
か
ら
四
七
名
、
関
東
地
区
周
辺
か
ら

一
六
八
名
の
参
加
者

が
あ
り
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
会
場
で
は
、
す
て
き
な
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て

「
ふ
る
さ
と
市
浦
会
」
設
立
ま
で

か
ね
て
か
ら
、　
一
部
の
人
た
ち
よ

り
、
関
東
地
区
周
辺
に
在
住
す
る
市

が
欲
し
い
と
の
強
い
要
望
が
出
さ
れ

応
え
る
た
め
、
各
家
庭
に
チ
ラ
シ
配

初
代
会
長
に
葛
西
孝
さ
ん

設
立
総
会
で
は
、
高
松
隆
二
付
長

が
村
の
近
況
を
報
告
し
、「市
浦
村
出

身
者
が
い
つ
で
も
帰
っ
て
来
れ
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
と
関
東
地
区
在
住

者
が
誇
れ
る
よ
う
な
村
づ
く
り
を
進

る
〓
ヒ
市
浦
会

・
会
則
案
■
審
議
４

西
孝
さ
え
（埼
玉
県
在
住
）が
選
ば
ね
、

「
地
元
ヒ
互

い
に
情
報
交
換
を
し
な

が
ら
、
市
浦
村

の
発
展
に
役
立
て
る

よ

つ
な
会
に
し
た
い
」
と
就
任
の
あ

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
交
流
会

一磯
松
出
身

）
の
歌
や
地
元
参
加
者

に
よ
る
市
浦
音
頭
が
披
露
さ
れ
る
と

盛
ん
に
拍
手
や
声
援
が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
二
‘■‐
年
ぶ
り
だ
と

握
手
す
る
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
や
三
〇
年

ぶ
り
に
再
会
す
る
と

い
う
師
弟
、
「
あ

て
き
な
笑
顔
で
会
場
は
あ
ふ
れ
て
い

た
が
、
親
睦
を
深
め
、
再
会
を
誓

い

合

っ
た
参
加
者
ら
は
会
場
を
あ
と
に

-327
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「.:、 るさと市浦会」役員名簿

◆会 長
葛 西   孝 (脇 元出身・埼玉県在住)
◆副会長

1島 海 憲 也 (相内出身・神奈川県在住)
山 田 敏 行 (磯松出身・東 京 都在住 )
蒔 田 道 員1(十 三出身・神奈

'|1県

在住 )

◆理 事
成 田 文 忠 (相 内出身。東 京都在住)
矢 尾 彰 子 (相 内出身・東 京 都在住)
高 橋 てい子 (相内出身・千 葉 県在住)

志 田 由 江 (大 田出身・神奈川県在住)
葛 西 邦 夫 (脇 元出身・東 京 都在住)
◆監 事
奈 良 博 昌 (相 内出身・埼 玉 県在住)
本 荘 完 一 (十 二出身・千 葉 県在住)
◆事務局長(会計兼務)

伊 南 喜 仁 (磯松出身。東京都在住)

今
日
、参
加
し
て
…
…

▼
佐
　
藤
　
　
　
裕
さ
ん

や
田
合
の
味
を
味
わ
え
て
う
れ
し
い
」

仕
事
が
休
み
の
限
り
参
加
し
た
い
の

で
来
年
も
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
し

▼
植
　
井
　
美
奈
子
さ
ん

（相
内
出
身

・
東
京
都
在
住

一

ン
ジ
ミ
汁
が
お
い
し
か

っ
た
っ
村

特
有

の
味

つ
け
に
幼

い
頃
を
想

い
出

し
ま
し
た
。
村
の
い
ろ
ん
な
取
組
み

に
感
謝
し
て
い
ま
す
¨
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わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た

っ
ば
い
穫
れ
た
ぞ
ノ

栗

ひ

ろ

い

・
イ

モ
掘

り

こ
の
程
、
十
二
小
学
校

（校
長

・
　
　
栗
ひ
ろ
い
や
イ
モ
掘
り
が
行
わ
れ
、

鍋
田
元
）
児
童
や
十
二
保
育
所

⌒所
　
　
収
穫
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。

長

・
大
沢
ふ
み
子
）
園
児
ら
に
よ
り
　
　
　
こ
れ
は
、
自
然
に
ふ
れ
あ
い

「自

然
に
規
し
む
心
」
を
高
め
よ
う
と
行

わ
れ
た
も
の
で
、
小
山
厳
さ
ん

（十

三
）
と
煤
田
喜
美
夫
さ
ん

（十
三
）

の
畑
の
提
供
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
自
然
の
よ
う
に
の
び
の
び
と

元
気
に
育
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で

十
月
十
日
体
育
の
日
に

″
い
き
い

き
健
康
あ
ふ
れ
る
未
来
″
と
題
し
て
、

村
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
大
沼
公

園
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

約

一
八
〇
名
が
参
加
。
開
会
式
で
は
、

木
村
義
光
教
育
長
が

「無
理
せ
ず
気

持
ち
良
く
走
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
、
参
加
者
を
激
励
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
走
る
コ
ー
ス
と
歩
く

コ
ー
ス
に
別
れ
て
ス
タ
ー
ト
し
、
参

加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
秋
晴
れ
の
も
と

第
＝
回
村
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン

い
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

走
る
コ
ー
ス
の
優
勝
者
に
は
、
新
米

の
つ
が
る
お
と
め
が
賞
品
と
し
て
送

ら
れ
ま
し
た
。

マ
ラ
ソ
ン
終
了
後
、
昼
食
に
は
恒

例
の
豚
汁
が
参
加
者
ら
に
配
ら
れ
、

舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
互
い
の
健
間
を

讃
え
て
い
ま
し
た
。

扁困Ч牛は
一ケタロＪ聞耐乃射Ｆ回県民駅伝

第

二
回
青

森

県

民
駅

伝
競
争

大
会

　

　

動

公

園
陸
上

競
技

場

ま

で

の
４２

・
‐９５

が
去

る
九

月

十

五

日
、
県
内

六
十

七

　

　

ｋｍ
の

コ
ー

ス
で
行

わ

れ
ま
し

た
。

市

町
村

が
参

加
し

、
昨

年

と
同

じ
青

　

　

　

今

年

は
昨

年

の
最

下
位

に
発
奮

し

森

市

の
八
甲

田
丸

前

か
ら
県
総

合

運

　

　

ハ
ー

ド
な
練

習
計

画

を

立

て
、
選
手

■
万
一本種
峰綺
鍵
響
１
）

村
特
産
品
の
シ
ジ
ミ
ド
リ
ン
ク
に
　
　
　
今
回
の
五
万
本
の
大
量
注
文
は
、

東
京
都
の
製
薬
会
社
か
ら
大
口
注
文
　
　
今
後
の
販
路
拡
大
に
つ
な
が
る
と
関

が
あ
り
、
特
産
品
加
エ
セ
ン
タ
ー
前
　
　
係
者
を
喜
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

で
十
月
十
七
日
、
出
荷
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
高
松
隆
三
村
長

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
ド
リ
ン
ク
を
積

ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
の
前
で
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
、
運
転
手
に
花
束
と
ド

リ
ン
ク
が
贈
呈
。
そ
の
後
、
ト
ラ
ッ

ク
は
東
京
へ
向
け
出
発
し
ま
し
た
。

凱　　靴〔緯ａはデ』̈
「葬μ一シン

・の皆　　様離螂綱ユ麻」ユげ燎なド悧刹

”
　

　

“
仲
、一

区 一
カヽ 度
鵜
摯
口
量
“
村
錦
〓
社

榔　　で』≒姜峰」一にしい練習に耐

ｍ　　諏喘聟残刺」
「た親一［鰤つ足誨』

駄　　慟役社〉』嫁響けけ”議載卸構

で
い
ま
し
た
。
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一日消防署長を努めて

小山内千津子さん(十三)

一日消防団長を努めて

害
に
備
え
て
日
頃
の
人
の
用
心

十
月
二
十
五
日
、
秋

の
火
災
予
防

秋
の
火
災
予
防
パ

レ
ー
ド

当
日
は
、
市
浦
消
防
署
、
村
内
各

消
防
団
、
相
内
保
育
所
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
、
相
内
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
大

田
小
学
校
少
年
ク
ラ
プ
の
五
団
体
が

参
加
。
相
内
保
育
所
か
ら
役
場
ま
で

を
パ
レ
ー
ド
し
、
広
く
日
頃
の
火
災

予
防
の
重
要
性
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、　
一
日
消
防
署
長
を
小
山
内

千
津
子
さ
ん

（十
三
）
、　
一
日
消
防

団

長

を
自

川
稲

子

さ

ん

（
相

内

一
が

　

　

火
災

予
防

の
普

及
、
宣

伝

に

一
役

買

努

め
、

パ

レ
ー
ド

で
は
先

頭

に
な

り
　
　
　
っ
て

い
ま

し

た
。

運
動
合
同
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し

▲
籍客暑軍菫爺∵究海蔀:1薪ぜ倉3さん

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
友
好
町
村
で
あ
る
北
海
道
上
ノ
国
町
の
最
新
情

報
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
回
は
、
市
浦
村
か
ら
も
特
産
品
を
出
展
し
た
「上

ノ
国
町
産
業
ま
つ
り
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

十
月

一
日
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
　
　
村
か
ら
数
々
の
特
産
品
が
出
展
さ
れ

の
も
と
、
第
十
四
回
産
業
ま
つ
り
が
　
　
て
い
ま
す
が
、
な
か
で
も
十
三
湖
特

に
ぎ
や
か
に
開
か
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
産
の
ン
ジ
ミ
貝
は
今
回
は
六
百
八
十

地
場
産
の
牛
肉
や
野
菜
、
椎
茸
な

ど
の
農
水
産
物
を
は
じ
め
衣
料

・
日

用
品
雑
貨

・
暖
房
器
具
や
自
転
車
な

ど
を
商
う
三
十
五
の
テ
ン
ト
な
ど
が

役
場
庁
合
前
に
立
ち
並
び
ま
し
た
。

―
ビ
ス
の
大
声
が
飛
び
交
い
、
朝
早

く
か
ら
詰
め
か
け
て
い
た
大
勢
の
お

客
が
こ
れ
ぞ
と
思
う
目
当
て
の
商
品

Ｆ
用
意
し
ま
し
た
が
、
数
時
間
で
完

売
す
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る
い
ろ
い
ろ

な
イ
ベ
ン
ト
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た

が
、
呼
び
物
は
何
と
い
っ
て
も
サ
ケ

の
つ
か
み
ど
リ
ゲ
ー
ム
。
ひ
や
ま
漁

業
協
同
組
合
上
ノ
国
支
所
の
提
供
で

生
サ
ケ
百
尾
を
ビ
ニ
ー
ル
の
水
槽
に

放
し
、
逃
げ
回
る
サ
ヶ
を
子
ど
も
た

を
買

い
求

め

て

い
ま

し

た
。
　

　

　

　

　

　

ち

が
歓

声

を
上

げ

て
追

い
か
け

て

い

毎

年

、
友

好

町
村

の
青

森

県
市

浦

　

　

ま
し

た
。

ま
た
、
今
回
か
ら
は
じ
め
た
歴
史

を
生
か
す
ま
ち
づ
く
リ
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
で
は
子
ど
も
も
大
人
も
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
て
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
秋
晴
れ
と
も
あ

っ
て

町
民
を
は
じ
め
江
差
町
や
乙
部
町
、

遠
く
は
松
前
、
函
館
方
面
か
ら
の
お

客
も
あ
り
、
実
行
委
員
会
で
は
四
千

人
を
越
え
る
人
出
で
売
り
上
げ
も
ま

ず
ま
ず
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

328-
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十

一
月
二
日
か
ら
五
日
ま
で
の
三
日
間
、
村

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
を
会
場
に
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

会
場
で
は
、
物
産
展
や
救
急
体
験

コ
ー
十
１
、
文
化
作
品
の
展
示
、
健

康

へ
の
つ
ど
い
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
ま
た
大
ホ
ー
ル
で
は
、
文
化
講
演
会

や
村
民
芸
能
発
表
会
、
阿
蘇
部
族
に
よ
る
演
劇
な
ど
が
行
わ
れ
、
大
勢
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

▲成田経済観光課長もハッスル/
く今年はホロリとさせる
場面も(阿蘇部族)

レ
マ
ッ
チ

一
本
火
事
の
も
と

く
荒
川
博
氏
の
文
化
講
演
会

▲相内婦人会による芸能発表

秋
田
谷
梨
香
さ
ん

一
級
合
格

第

一
〇
〇
回
全
国
商
工
会
珠
算
検

定
試
験
が
、
こ
の
程
、
村
内
各
小
学

校
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
秋
田
谷
梨

香
さ
ん
が
見
事

一
級
に
合
格
し
ま
し

た
。
今
回
の
受
験
者
数
は
四
十
八
名

で
合
格
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼

一
級
　
秋
田
谷
梨
香

（辻
分
珠

算
塾
）
▼
三
級
　
竹
浪
靖
規
、
高
木
愛
架
、

秋
田
優
大
、
藤
田
恒
也
、
石
岡
怒
也

（辻
分
珠
算
塾
）

▼
四
級
　
佐
々
木
絵
里
花

（辻
分

珠
算
塾
）
梶
浦
瑞
穂
、梶
浦
裕
季
（浦

田
塾
）
▼
五
級
　
成
田
茉
世
、
宮
本
円
、

笹
山
高
敏

（辻
分
珠
算
塾
）
小
寺
由

起
子

（浦
田
塾
）

▼
六
級
　
川
内
聡
美

（辻
分
珠
算

塾
一
小
倉
広
大
、
若
山
宗
裕
、
高
田

恵
、
浜
田
祐
輔

一浦
田
塾
）

▼
八
級
　
一二
上
佳
子
、
葛
西
敬
子

（辻
分
珠
算
塾
）

▼
九
級
　
一二
上
大
輔

（辻
分
珠
算

塾
）▼
十
級
　
石
岡
城
幸
、
成
田
和
也

（辻
分
珠
算
塾
）

第

一
〇

一
回
全
国
商
工
会
珠
算
検

定
試
験
が
、
十

一
月
十
九
日
村
内
各

小
学
校
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
験
者
数
は
四
十
九
名
で
合

格
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
二
級
　
白
川
千
草
、
佐
藤
暁
希

奈

（辻
分
珠
算
塾
）

▼
三
級
　
梶
浦
裕
季
、
秋
田
亜
里

美

（浦
田
塾
）

▼
四
級
　
成
田
茉
世

（辻
分
珠
算

塾
）
小
山
内
理
恵
、小
寺
由
希
子
（浦

田
塾
）

▼
五
級
　
田
中
茉
弥
、
川
内
聡
美

（辻
分
珠
算
塾
）
小
倉
広
大
、
高
田

恵
、
若
山
宗
裕

（浦
田
塾
）

▼
六
級
　
一二
上
佳
子

（辻
分
珠
算

塾
）▼
七
級
　
成
田
和
也
、
村
元
繭
美
、

石
岡
城
幸

（辻
分
珠
算
塾
）

▼
八
級
　
小
川
紘
司

（辻
分
珠
算

▼
九
級
　
天
坂
友
香

（浦
田
塾
）

▼
十
級
　
竹
谷
知
佳

（辻
分
珠
算

塾
）
中
島
千
恵
美

（浦
田
塾
）

秋田谷梨香さん
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市浦村の人口と世帯数

青森県最低賃金が
改正されました

自 1衛 1官1募 集

鞭 |:|す鮮野早雷1,)

料一覧表一一――

1前月1人口

:相 |1 内
:桂
‐
■|,1
太|■■‐口|:

磯 ‐..松

申  請  1内 |1容 | 1芋|1豪 1蒋 1猿

⑤の「祟あ肇震撃蜃秀肇明炉
又は届書その他

青森彙交通対策協議会



現
在
、
め
ま
ぐ
る
し
い
社
会
情
勢

の
中
で
、
心
身
と
も
に
健
康
で
豊
か

な
日
々
を
過
ご
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
村
民

一
人
ひ

と
り
が
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
考

え
る
と
と
も
に
、
精
神
障
害
を
有
す

る
方
々
に
と
っ
て
も
、
地
域
の
中
で

共
に
生
活
し
て
い
け
る
村
づ
く
り
が

望
ま
れ
ま
す
。
障
害
者
に
や
さ
し
い

地
域
は
、
す
べ
て
の
住
民
に
と
っ
て

も
住
み
や
す
い
、
快
適
な
環
境
と
な

今
回
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い

て
日
常
生
活
の
中
で
考
え
て
み
ま
し

０

・
も
し
家
族
や
友
人
に
心
の
不
健

康
者
が
出
た
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
？

Ａ

。
ま
ず
悩
み
や
訴
え
を
そ
れ
と
な

く
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
。
モ
ヤ
モ
ヤ

を
吐
き
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

当
人
の
不
安
感
や
緊
張
感
は
か
な
り

や
わ
ら
い
で
き
ま
す
。
な
る
べ
く
孤

立
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
叱
吃

激
励
は
厳
禁
。

「必
ず
治
る
病
気
だ

争
・つ
・
と
よ

＜
翼

零

一、
希

望

を
持

　

　

い
ま
す

．
体

力

が
低

下
す

れ
ば

ス
ト

た

せ
る
よ
＾
′
に
し

ま
す
〓

な

お
、　
し、
　

　

，ン
ス

ヘ
の
耐

性

が
弱

く

な

る

の
は

明

分
病
気

‘
）早

期
発

見

・
早

期
治

響

が

　

　

・つ
か
〓

体

力

づ
く
り

に
励

む

こ
と

は

鉄
則

で
す
〓
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
ら
だ

の
み
な

ら
ず

心

の
健

康

づ

く

０

・
心

の
病
気

で
受

診

す

る
と

い
う

　

　

り

に
も
な

る

の
で
す
。

そ

の
た

め

の

こ
と

に
た

め

ら

い
が

あ

る

の
で
す

が

。
　
　

運
動

は
、

と
く

に
３。
歳

を
す

ぎ

た
ら

Ａ

・
心

の
病

は
、
当

人

が
異
常

と
認

　

　

″
無

理
な

く

長

く
続

け

ら

れ

る
運
動

″

識

し

な

い
心

理

が
働

く

の
が
特

徴

で

　

　

を

お
す
す

め
し

ま
す
。　
い

っ
し

ょ

に

す

が
、
自

分

で
異
常

が

わ

か

る
段
階

　

　

楽

し

く

や

れ

る
仲

間

を

つ
く

る

こ
と

な

ら
、

日
常

生

活

に
支

障

が
な

い
か

　

　

も
長
続

き

さ

せ
る

コ
ツ
で
す

。

ど
う

か
を
受

診

の
き

っ
か
け

と
し

ま

　

　

　

以
上

、

日
常

的

な
場

面

で
役

立

つ

す
。

病

院

に
は
、
家

族

や
同
僚

に
同

　

　

，
ｔ
」
ろ

の
ケ
ア

に

つ

い
て
、
何

点

か

行

し

て
も

ら
う

の
も

一
つ
の
方

法
。
　

　

　

取

り
上
げ

て

み
ま
し

た
。

医

師

に
客
観

的

に
報

告

し

て
も

ら

え

　

　

　

健
康

づ
く

り

は
、
皆

さ

ん

が
主

役

る
利

点

が
あ

り

ま
す

。

問
題

は

″
受

　

　

で
す
。
　
一
人

ひ
と
り

が

「
私

は
健

康

診

拒
否

″

の
ケ
ー

ス
。

無

理
し

い
す

　

　

だ
な

、
幸

せ
だ
な

」

と
実
感

で
き

る

る

と
家

族

を
う

ら

ん

だ

り
す

る

の
で
、　

　

社
会

を
作

る

こ
と
が
大

切

に
な

っ
て

な

る

べ
く
機

嫌

の

い

い
と
き

に
受

診

　

　

い
ま
す
。

市

浦
村

に
生
活
す

る
人

々

を
す

す

め
ま
す
。

家

庭

医

か
近

く

の
　

　

が
手

を

た
ず

さ

え

て
、

環
境

を

つ
く

内

科

医

が
最
初

の
窓

口

で
す
。

内

科

　

　

っ
て

い

っ
て

こ
そ
実

現

で
き

る

こ
と

的

な
病
気

が
原

因

と
な

っ
て

い
る

こ

　

　

で
は
な

い
で
し

ょ
う

か
。

精
神
科
医
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
す
。
　
鋤
一

役
場
の
保
健
婦
や
保
健
所
も
相
談
に
　
　
一勤

・̈しな卜し、【村ｒ消のためには、　　赫一

ど
ん
な
運
動
が
適
し
て
い
ま
す
か
。　
　
は

Ａ

・
健
全
な
る
精
神
は
健
全
な
る
肉
　
　
一い

体
に宿
る
と
いわ
れ
る
よ
つヽに
、
心
　
炉

と
か
ら
だ
は
深
く
か
か
わ
り
合
っ
て
　
　
」健

▽

お
誕
生

田
　
一　
磨

（脇
元
）
榮
　
一

岡
　
綾
隆
雅

（磯
松
）
幸
　
彦

川
　
侑
　
大

⌒十
三
）
金
　
祐

沢
　
天
　
麗

（十
三
）
丈
　
徳

山

悠

太

（十
三

武

彦

田
　
勇
　
飛

（脇
元
）
博
　
伸

田
　
晴
　
果

⌒十
三
）
昭
　
夫

田
　
裕
　
也

（磯
松
）
英
　
樹

南
　
啓
　
幸

（磯
松
）
幸
　
彦

上

和

也

（脇
二

諜

二

浦
　
優
太
郎

（十
三
）
武
　
也

中
　
敏
　
生

（磯
松
）

涌

川

和

弥

（十
三

聡

貴

▽

ご
結
婚

▽
　
お
＜
や
み

山
　
田
　
チ
ヨ
ヱ
　
⌒桂
　
川
）
８２
歳

村
　
一π
　
ク
　
ラ

⌒磯
　
松
）
８８
歳

梶
　
浦
　
マ
サ
ヨ

（十
　
一一こ

７６
歳

長
　
利
　
市
二
郎

（大
　
田
）
８３
歳

成
　
田
　
又
四
郎

（脇
　
一死
）
７５
歳

小
野
寺
　
留
　
払“
（桂
　
川
）
７９
歳

相
　
川
　
其
　
士口
（十
　
一二
）
８６
歳

葛

西

義

春

（脇

元
死

歳

ヽ

口

こ

ち

ら

編

集

室

今
年
も
あ
と
数
日
。
年
未
は
何
か

と
飲
む
機
会
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

暴
飲

・
暴
食
は
や
め
、
健
康
な
体
で

新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。


